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なぜ緊張緩和策を探さないのか



衆院選での安保・外交問題は

自民の公約、野党の共通政策

野党前進の流れと揺り戻し

仕切り直してただちに準備を
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自民党の選挙公約から①

 １・感染症から命と暮らしを守る。

 ２・「新しい資本主義」で分厚い中
間層を構築する。「全世代の安心
感」が日本の活力に。

 ３・国の基「農林水産業」を守り、
成長産業に。

 ４・日本列島の隅々まで、活発な
経済活動が行き渡る国へ。
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自民党の選挙公約から②

 ５・経済安全保障を強化する。

 ６・「毅然とした日本外交の展開」と「国防力」
の強化で、日本を守る。

 ７・「教育」は国家の基本。人材力の強化、安
全で安心な国、健康で豊かな地域社会を目
指す。

 ８・日本国憲法の改正を目指す。
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自民党の選挙公約から③

 ６・「毅然とした日本外交の展開」と「国防力」
の強化で、日本を守る。
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自民党の選挙公約から④

 ８・日本国憲法の改正を目指す。
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野党共通政策から①

 １・憲法に基づく政治の回復

 ２・科学的知見に基づく新型コロナウイルス対策
の強化

 ３・格差と貧困を是正する

 ４・地球環境を守るエネルギー転換と地域分散
型経済システムへの移行

 ５・ジェンダー視点に基づいた自由で公平な社
会の実現

 ６・権力の私物化を許さず、公平で透明な行政
を実現する
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野党共通政策から②

 １・憲法に基づく政治の回復
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共通政策、立共の政権合
意、候補者統一の３点セ
ットで政権交代に挑戦



総選挙の結果①
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公示前に比べて
①自民・公明１２議席減、絶対安定多数確保
②野党共闘１４議席減
③維新３０議席増、国民３議席増



総選挙の結果②
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前回選挙に比べて
①得票増は野党共闘と自公
②議席増は野党共闘のみ
③補完勢力は後退

なぜそうなるのか
①希望の党の解体
②立憲による野党「再結集」
（前回５５議席から
公示前１１０議席へ）



負け知らずだった野党共闘
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２０１６参院選、１７衆院選
１９参院選、２１・８横浜市長選も



割れた選挙終盤の世論調査

野党優勢－「自民“単独過半数”は微妙な情
勢」（１０月２５日、FNN）、「自民の単独過半数
維持は微妙」（１０月２８日、読売）「自民議席
減・与党過半数の公算立憲上積み視野」（１０
月２１日、毎日）

与党優勢－「衆院選 自公で「絶対安定多数」
視野、立憲は伸び悩み」（１０月２７日、共同）、
「自民が単独過半数確保の勢い、立憲はほぼ
横ばい 朝日情勢調査」（１０月２５日、朝日）
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開票当日の議席予想も
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https://news.yahoo.co.jp/byline/oohamazakitakuma/20211101-00266038

すべての予想が実際より自民に厳しく
急速で大きな世論の揺り戻し

https://news.yahoo.co.jp/byline/oohamazakitakuma/20211101-00266038


揺り戻しの主な要因

①菅政権切り捨て、国会審議拒否、メディアと
結託して総裁選で言い放題

②政権協力合意への攻撃、野党が十分的確
に反論できず、安保政策と反共猜疑心

③維新が反野党共闘とともに反自民のポー
ズ、非自公・非野党共闘の思いを吸収

※共通政策合意９月８日、政権協力合意９月
３０日、最終的な候補者統一発表１０月１３日
というゆとりのなさも
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仕切り直してただちに準備を

自民党政治の転換に共闘は不可欠、「野党
共闘＝失敗」は恐れの裏返し

 ２０２２年７月参院選（３２の１人区）向け、で
きるだけ早く各種合意を

ジェンダー、気候危機、経済、平和、多様な
運動を支えあい日常的に「連合・団結」
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軍備増強・演習強化・改憲策動

「台湾有事」を口実とした「戦争する国
づくり」の本格化
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進む日米の軍事一体化
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安保法制の発動と９条の破壊へ

河野克俊・元統合幕僚長「台湾有事で米軍
が出動した場合、日本も『重要影響事態』と
認定して、米軍の後方支援にあたる可能性」
（３月）

麻生太郎・副総理「台湾で大きな問題が起き
ると、存立危機事態に関係してきても全くお
かしくない」「日米一緒に台湾を防衛」（７月）
－存立危機事態（相手に反撃）

 ７月『防衛白書』、米中対立・台湾重視

18



退けない一線は台湾「独立」だが

習近平、７月１日「いかなる台湾独立の企みも
断固として粉砕」（中国共産党１００周年演説）

カート・キャンベル米国家安全保障会議インド
太平洋調整官、７月６日「台湾の独立は支持
しない」「現在の米中関係に『冷戦の枠組み』
を当てはめてみようとは思わない」

蔡英文・台湾総統「圧力に屈伏せず、支持を
得ながらも暴走しない」「『現状維持』のスタン
ス」「『挑発しない』政策」（『文藝春秋』９月号）
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「中国との建設的で安定した関係を」
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平和ひらく自前の交渉をしない自民党
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軍拡一本槍で
緊張激化へ



岸田政権で進んでいること
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３０年ぶり全陸自部隊
参加３・６万人の大演習
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思いやりの増額要求
に気前よく
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・陸上自衛隊と米陸
軍による日米共同
方面隊指揮所演習
・日米両国で年１回
ずつ開催
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改憲「実現」策動を本格化

27（自民党・総選挙政策ＢＡＮＫより）
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古屋圭司本部長（日
本会議議連会長）
新藤義孝事務総長（
同議連副会長）

（自民党・総選挙政策ＢＡＮＫより）



あらためて憲法守れの大運動を
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「厳しい」ならなぜ緩和策を探さないのか
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［補足］在日米軍は日本を守らない

 「日本防衛の第一義的な責任は完全に日本
側にある。われわれは地上にも空にも、日本
の直接的な非核防衛に関する部隊はもって
いない」（１９７０年ジョンソン国務次官、上院
外交委員会）

 「沖縄の海兵隊は、日本の防衛には充てら
れていない。それは米第７艦隊の即応海兵
隊であり、同艦隊の通常作戦区域である西
太平洋、インド洋のどの場所にも配備される
」（１９８２年ワインバーガー国防長官、上院
歳出委員会）
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日本の防衛幹部も語っている

 「在日米軍基地は日本防衛の
ためにあるのではなく、米国
中心の世界秩序（平和）の維
持存続のためにある」（２００９
年、冨沢暉・陸自元幕僚長）

 「誤解を恐れずに言うと、在日
米軍はもう日本を守っていな
い」（２０１２年、久間章生・元
防衛相）
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［補足］時代遅れの明治神道の思想
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神道政治連盟「綱領」

 １、 神道の精神を以って、日本国国政の基礎
を確立せんことを期す。

 １、 神意を奉じて・・安国の建設を期す。

 １、 日本国固有の文化伝統を護持し・・雄渾
なる日本文化の創造的発展につとめ、もって
健全なる国民教育の確立を期す。

 １、 世界列国との友好親善・・時代の弊風を
一洗し、自主独立の民族意識の高揚を期す。

 １、 建国の精神を以て、無秩序なる社会的混
乱の克服を期す。
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２０１２年自民改憲案－天皇を元首に

 （前文）「日本国は、長い歴史と固有の文化をも
ち、国民統合の象徴である天皇を戴く国家」「日
本国民は、良き伝統と我々の国家を末永く子孫
に継承するため、ここにこの憲法を制定する」

 （第１章 天皇）「天皇は日本国の元首」（第１条）
、「国旗は日章旗とし、国歌は君が代とする」「日
本国民は、国旗及び国歌を尊重しなければなら
ない」（第３条）、「元号は・・皇位の継承があった
ときに制定する」（第４条）、国事行為の他に新た
な「公的行為」（第６条５項）、「憲法尊重擁護義
務」から天皇と摂政を削除（第１０２条）
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